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第二章 奈良町の産業

中
世
の
奈
良
は
、
寺
社
支
配
の
も
と
、
商
工
業
に
根
を
下
ろ
し
た
堅
実
な
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、
江
戸

時
代
を
迎
え
て
、
産
業
都
市
と
し
て
繁
栄
を
み
せ
た
。
そ
の
中
心
と
な

っ
た
の
は
、
奈
良
晒
で
あ

っ
た
。
延
享
五

年

(一茜
八
)
の

『奈
良
曝
布
古
今
浬
諺
集
』
の
序
で
、
著
者
村
井
古
道
(際
娘
ゆ
題
獅
振
瞰
九
)は
、
こ
う
書
い
て
い
る
。

慶
長
年
前
ま
で
は
、
奈
良
の
町
家
今
の
ご
と
き
町
並
に
非
ず
、
工
商
家
居
奈
良
七
郷
と
て
、
各
農
民
或
は
興
福
寺
、
元
興
寺
、
東
大
寺
、
春
日
社
の

奴
婢
、
被
官
、
又
は
寺
侍
、
役
人
等
の
居
住
に
し
て
、
工
商
の
家
は
、
甲
冑
細
工
人
、
奈
良
刀
、
或
は
酒
家
、
墨
師
等
多
く
し
て
、
生
布
、
晒
布
、

青
苧
、
紬
艫
の
商
家
は
、
希
々
な
ら
で
は
な
か
り
し
と
也

(中
略
)
兎
角
当
代
流
布
の
曝
布

(奈
良
晒
)
は
、
慶
長
寛
永
年
中
よ
り
織
屋
商
売
人
さ
か

ん
に
な
り
し
也

慶
長

(
蓋
九六～
一室
五)
以
後
、
奈
良
晒
が
発
展
、
そ
れ
に
よ

っ
て
町
の
姿
が
大
き
く
変
貌
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
奈
良
晒
と
い
う
の

は
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
奈
良
を
中
心
に
生
産
さ
れ
た
麻

の
織
物
の
こ
と
で
、
村
井
古
道
の
い
う

「生
布
、
晒
布
、
青
苧
、

納
纏
の
商
家
」
ま
た

「
織
屋
商
売
人
」
の
背
後
に
、
多
数
の
生
産
者
が
い
た
わ
け
で
あ
る
。
貞
享
三
年

(一六八六)
の
史
料
に

「当

町

中

十

ノ
物
九

ツ
ハ
布

一
色

二
而
渡
世
仕
候
」
と
あ
る
。
奈
良
晒
は
、

「南
都
随

=

の
産
業
と
し
て
繁
栄
、
奈
良
の
歴
史
に

「産
業
都
市

奈
良
」
と
も
称
す
べ
き
時
代
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
奈
良
晒
だ
け
が
産
業
だ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

『
奈
良
曝
布
古
今
俚
諺
集
』
が
、
慶
長
以
前
に
多

か
っ
た
と
い
う
甲
冑

奈

良

晒

と

奈

良

町
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『南都名所集』(延 宝3年 序)

・
奈
良
刀
な
ど
の
武
具
や
酒

・
墨
な
ど
も
、
当
時
世
に
聞

こ
え
た
特
産
品
で
あ

っ
た
。
こ

れ
ら
中
世
以
来
の
伝
統
産
業
も
ま
た
、
産
業
都
市
奈
良
に
色
ど
り
を
添
え
て
い
た
の
で
あ

る
。

郵

熊
ザ詆
鏡
顴
纛
鑓

よつ摂
紅
緯
蝦

ざ

ま

の
も

の
が

あ
げ

ら

れ

て

い
る
。

サ
イ
ミ

サ
ラ
ソ

ヒ
ラ
ヌ
ノ

チ
.・
ミ

ゾ
マ
ヌ
ノ

ウ

孑
ヌ
ノ

コ
ロ
モ
ヂ

カ
チ
ヤ
ウ
ヂ

グ
ノ
ク

ア
ブ
ミ

ン
ク
リ

ロ
ク
ウ

コ
ユ
ミ

ウ

チ
バ
ク

　
タ
　

　　

　
　

　
り

　
　　

　
　　

　
　

ぬ
　　
　

　
パ
　

　
ゆ

け　
　
ま
　

　
　

ぬ
　
ハ

繁
鏤

髏
縮
灘

押
瀋

薙
癰
璽
…
郷

蒲

礁

膠

鞠

馬
皮

滑

金
剛

指
縄

箒

渋
団
扇

法
論
味
噌

イ
ロ
リ

漬
香
物

溜

ア
メ

マ
ン
ヂ
ウ

イ
ヒ
ズ
シ

ソ
ウ
バ
ウ
ザ
ケ

ト

ウ
ダ
イ
ジ
ノ
ラ
ン
ゾ
ヤ
タ
イ

コ
ウ
ブ
ク
ジ
ノ
ギ

ン
ア
ン

カ
ス
ガ
ノ
イ
チ
ヰ

牙
ギ
ヤ
ソ
キ
ノ
コ
不
リ
ガ
キ

糖

饅
頭

飯
鮨

僧
坊
酒

東
大
寺
蘭
奢
待

興
福
寺
銀
杏

春
日
山
櫟

祢
宜
屋
敷
木
練
柿

サ
イ
ダ
イ
ジ
ノ
ホ
ウ
シ
ン
タ
ン

ヤ
ク
ゾ
ジ
ノ
ソ
ク
リ
バ
ナ

ホ
ツ
ケ
ジ
ノ
ン
ク
リ
ツ
チ
ノ
コ
イ
ヌ

西
大
寺
曲豆
心

丹

法
華
寺
作

土

小
犬
砒
駈
扼
〃

薬
師
寺
造

花
飾
鰰
黼
轤
が
隴
朋
之

は
じ
め
の
細
美
か
ら
蚊
帳
地
ま
で
は
、

い
ず
れ
も
奈
良
晒
に
か
か
わ
る
麻
織
物
、
作
緑

青
は

ロ
ク
シ
ョ
ウ
で
堂
舎
な
ど
の
塗
料
、
扣
薄
は
金
銀
の
箔
の
こ
と
で
あ
る
。
中
継
は
抹

ほ
う
ら

く

南

都

の

名

産
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茶
の
茶
入
れ
、
土
風
炉
は
茶
の
湯
で
用
い
る
土
製
の
炉
、
灰
ボ
ウ

卩
ク
は
風
炉
の
底
に
た
ま

っ
た
灰
を
取
り
入
れ

る
炮
烙
の
こ
と
で
、

中 継

(『南都名産文集』)

土 風 炉

(『南都名産文集』)



第二章 奈良町の産業

金 剛

(『南都名産文集』)

い
ず
れ
も
茶
道
関
係
の
も
の
。
瓦
燈

(火
灯

.
火
頭
と
も
書
く
)
は
陶
製
の
照

明

具
で
、
釣
鐘
形
の
器
の
上
に
火
皿
を
置
い
て
点
灯
、
就
寝
時
は
火
皿
に
釣
鐘
形

の
器
を
か
ぶ
せ
て
終
夜
灯
と
し
た
も
の
で
、
多
く
庶
民
の
間
で
使
わ
れ
た
と
い

う
。
付
硫
礁
は
硫
黄
木
な
い
し
付
け
木
の
こ
と
、
金
剛
は
金
剛
草

履

の

こ
と

で
、
藁
ま
た
は
藺
で
編
ん
だ
大
形
で
丈
夫
な
草
履
、
指
縄

は
乗
馬
の
口
に
つ
け

て
引
く
撚
り
縄

の
こ
と
で
あ
る
。
漬
香
物
は
い
う
ま
で
も
な
く
奈

良

漬

の

こ

と
、
溜
糖
は
み
ず
あ
め
、
飯
鮨
は

ハ
モ
の
切
身
な
ど
を
の
せ
た
押
鮨
を
い
う
。

僧
坊
酒
は
奈
良
酒
の
こ
と
だ
が
、
前
代
多
く
寺
院
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
た
め
に
こ
う
呼
ぽ
れ
た
の
で
あ
る
。
東
大
寺
蘭
奢
待
は
、
正
倉

キ
ヤ
ラ

院

の
伽
羅

の
香
木
、
西
大
寺
曲豆
心
丹
は
、
西
大
寺
で
つ
く
ら
れ
た
何
に
で
も
き
く
と
い
う
薬
の
名
前
で
あ
る
。
他

に
つ
い
て
は
説
明
す

る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
Q

や
や
時
代
を
下

っ
て
、
元
禄
十
五
年

(一七〇二
)
の
作
と
み
ら
れ
る

『
南
都
名
所
記
』
は
、
そ
の
末

尾

に

「な
ら

の
め
い
ぶ
つ
」
と
し

て

一

ぐ
そ
く

一

さ
ら
し

一

ゆ
え
ん
す
み

一

さ
け

一

も
ん
じ
ゅ
四
郎
小
が
た
な

一

ま
ん
ぢ
う

一

西
大
寺
ほ
う
し
ん
た
ん

一

う
ち
は

一

ほ
つ
け
寺
つ
ち
い
ぬ

を
あ
げ
、
「右
の
外
め
い
ぶ
つ
お
ほ
し
」
と
し
て
い
る
が
、
十
年
後
の
正
徳
三
年

(1七
1h1)
、
村
井
古
道
の
書

い
た
俳
文
集

『
南
都
名
産

文
集
』
は
、

つ
ぎ
の
四

一
品
目
に
お
よ
ぶ
名
産

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

油
煙
墨

晒
布

僧
坊
酒

饅
頭

団
扇

奈
良
刀

文
殊
小
刀

法
論
味
噌

館
鮭

甲
冑

奈
良
漬

膠

諷

木
練
柿

滑
飴
糖

簿

奈
良
緑
青

藺
草
履
并
金
剛
草
履

糸
鞋

中
継

大
鼓

奈
良
茶

飯
酢

白
牡
丹

春
日
砥

春
日
盆

櫟

梵
天
瓜

奈
良
暦

奈
良
台
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元興寺籠

(『南都名産文集』)

坏 手

(『南都名産文集』)

奈 良 台

(『南都名産文集』)

鎌

布
機

石
渕
石
并
鉄
石

元
興
寺
籠

奈
良
鑵

水
屋
納
豆

坏
手

狂
言
袴

豊
心
丹

南
都
風
炉

法
華
寺
犬

こ
の
中
に
は
、
謡
を
意
味
す
る
諷
や
白
牡
丹
な
ど
物
産
に
あ
た
ら
な
い

も
の
が
あ
る
し
、

「
か
す
か
に
な
る
そ
佗
し
き
や
」
と
す
る
春
日
砥
や
、

「
惜
哉
今
は
な
し
」
と
い
う
奈

良

鑵

(青
銅
な
い
し
真
鍮
製
の
茶
釜
)
も
含

ま
れ
て
い
る
。
元
興
寺
籠

(元
興
寺
町
で
つ
く
ら
れ
た
花
生
の
籠
)
も
、
当
時

ぷ

と

存
在
し
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
ま
た
、
館
鮭
は
春

日
社
に
お
供
え
す
る

い
と
ぐ
つ

油
せ
ん
べ
い
、
糸
鞋
は
絹
糸
を
編

ん
で
つ
く

っ
た
舞
楽
用
の
く

つ
、
水
屋

ね

ぎ

つ
き
て

納
豆
は
祢
宜
の
家
に
伝
え
ら
れ
た
納
豆
、
坏
手
は
春

日
社
で
神
饌
を
盛
る

の
に
用
い
た
土
器
と
い
う
ふ
う
に
、

い
ず
れ
も
春
日
社
関
係
の
特
殊
な
も

の
で
あ
る
。
簿
は
薄

の
誤
り
で
あ
ろ
う
か

『毛
吹
草
』
の
扣

薄

の

こ

と

で
、
奈
良
台
と
い
う
の
は
、
島
台
を
意
味
す
る
。

こ
の

『南
都
名
産
文
集
』
の
著
者
古
道
は
、
十
四
年
後
の
享
保
十
二
年

(
一七二七)
に
著
し
た

『
奈
良
名
所
記
』
で
は
、
そ
の
序

に
あ
た
る
と

こ
ろ

で
、

「元
来
神
社
仏
閣
名
所
旧
跡
す
く
な
か
ら
す
、
名
産
の
品

々
も
又
数

　
マ
マ
　

多
に
し
て
就
中
晒
布
を
以
て
最
上
の
産
業
と
な
す
、
其
訳
の
名
物
略
こ
こ

に
記
す
」
と
し
て
、

晒
布

刀

刺
刀

酒

油
煙
墨

饅
頭

団
扇

鎧

兜

法
論
味
噌

膠
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草
履

土
風
炉
駟
諒
諷

大
鼓
皮

木
練
柿

滑
粭

香
物
繚
皷
癪

嶋
台
諌
眼
柏

鎌

暦

緑
青

豊
心
丹

法
華
寺
作
犬

糸
鞋

白
牡
丹

雲
茸

の
名
を
あ
げ
、

「
此
外
数
種
あ
り
と
い
へ
と
も
、
普
く
人
の
知
れ
る
類
ひ
を
書
記
し
侍
る
」
と
書
い
て
い
る
。
さ
き
の

『南
都
名
産
文

集
』
と
比
べ
る
と
だ
い
ぶ
ん
減

っ
て
い
る
が
、
江
戸
中
期
の
奈
良
の
名
産
と
い
え
ば
、
お
よ
そ
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

ど
さ
ん

古
道
と
ほ
ぼ
同
時
代

に
、
全
国
的
な
視
野
で
書
か
れ
た
書
物
で
は
、
ど
う
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
正
徳

南

都

の

土

産

二
隻

七
三
)
に
出
た
図
説
百
科
事
讐

和
漢
三
才
図
会
』
で
は
・

「大
和
土
産
」
の
項
ξ

ぎ
の
も
の
が

掲

げ

ら

れ

て

い
る

。

澀
籤

(奈
良
)

驪
難

同
)

霹

(同
)

欝

灘
け
(同

霙
)

謙

(同
)

藤

野

同
)

.蕊

蹴
(難

膝

)
霧

(興
奪

)

櫟

(春
日
)

鹿

(同
)

つ
い

で
、
享

保

二
十

一
年

(
一七
三
六
)

の

『
日

本

盥
ハ地

通

志
』

畿

内

部
大

和

国

(
『
大
和
志

』
と
称
す
)

は
、

添

上

郡

の

「
土

産

」

の
う

ち

「
製

造

」

と

し

て

檗

畧

刀
劔

黷

難

墨

默

酒

鸞

器

爨
野

蠶

瞹

木
軽

審

愁
斷

藩

豆
腐
已上
南
都

潺

豊心丹 ・法 華寺土犬

(『大 日本名産図会』)

狗
瀚
・
袈
螽

譌
響

裏
薦
叢

罐

為

鍼
.
籔

縫
難

轟

彫
市

を
あ
げ
、
添
下
郡

(奈
良
市
域
外
は
省
略
)
で
は
、

カ

ハ
ラ
ケ

サ
ラ

シ

豊
心
丹
姻
歔

漂
布
柵
蘭

陶
壺
糖
蹶

墫
炉
皰
騰跡
際

土
怨
齷
㌦
条

を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、
安
永
七
年

(一七七八
)
の

「和
州
南
都
之
図
」
に
は
、

「
土
産
」
と

し

て
、

(扇
脱
力
)

奈
良
晒

油
煙
墨

団

奈
良
刀

南
都
諸
白

霰
さ
け

法
論
味
噌

足
袋

イ
ヌ

ウ
ラ
コ
モ
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奈
良
草
履

を
あ
げ
、

「
其
外
多
し
と
い
へ
と
も
畧
之
、
今

こ
こ
に
者

名
の
高
き
を
あ
ぐ
る
の
み
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
幕
末
の
嘉
永
二
年

(天
四九)
の

「大
和
国
細
見
図
」
が
掲
げ
る

「
国
中
名
産
略
記
」
で
は
、

晒
布

団
扇

大
和
柿

酒
蝦
踊
祺

墨

春
日
盆

土
器
堵
駆
榊
供

具
足

十
文
字
稽
古
槍

練
革
鞍

刀

筆

春
日
藤
黼
職
姫
四

石
墨

禹
餘
糧
湘
存
』
夛

石
燈
籠

木
燈
籠

鼓
革

7土
風
炉

練
鹿

奈
良
人
形

鹿
角
細
工

換
掌
牋
黥
帳
釟
環
柯
掲
ス

居
伝
坊
賭
州
絲
韓
み

火
打
焼

糟
漬
瓜
齟
ヒ
諒
良

櫟
実

春
日
野
味
噌

蕨
餅

金
剛
草
履

足
袋

以
上
奈
良

土
偶
犬
法
花
寺

豊
心
丹
西
大
寺

と
な

っ
て
い
る
。

以
上
若
干
の
書
物
や
案
内
図
を
拾

っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
は
、
近
世
の
奈
良
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
多
様
な
物
産
が
あ

っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
し
、
時
代
や
観
点
の
ち
が
い
か
ら
、
あ
げ
ら
れ
て
い
る
品
目
の
異
同
も
少
な
く
な
い
。
さ

き

に
あ
げ
た

『南
都
名
産
文
集
』
の
よ
う
に
、
白
牡
丹
や
諷
な
ど
、
物
産
に
類
し
な
い
も
の
を
取
り
あ
げ
た
り
し

て
い
る
場

合

も

あ

る
。
し
か
し
、
全
国
に
聞

こ
え
た
も
の
と
し
て
共
通
に
み
ら
れ
る
の
は
、
奈
良
晒
で
あ
り
、
酒
で
あ
り
、
墨

・
武

具

・
団
扇
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
団
扇
は
、
と
り
た
て
る
ほ
ど
の
も
の
で
な
か
っ
た
か
ら
、
近
世
奈
良
の
産
業
と
い
え
ば
、
奈
良
晒
を
筆

頭
に
酒

・
墨

・
武
具

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
じ
じ
つ
、
貞
享
四
年

(
一六八七)
の

『
奈
良
曝
』

に
名
前

の
あ
が

っ
て
い
る

「諸
職
名

匠
」

の
う
ち
、

奈
良
晒
関
係
で
は
晒
問
屋
三
二
軒
を
は
じ
め
、
業
者

=

○
軒

(他
に
曝
数
QIIlil
1
人
)
、
布
仲
買
六
、七
〇
〇
人
、
具
足

・
刀
剣

の
鍛
冶

や
商
人
な
ど
武
具
関
係
者

一
一
六
人
、
酒
屋
二
五
軒
、
墨
屋
九
軒
を
数
え
、
こ
の
こ
ろ
の
奈
良
が
、
奈
良
晒

・
武
具

・
酒

・
墨
の
町
だ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

(第
三
章
第
三
節

「町
家
と
職
業
」
参
照
)
。

し
か
し
な
が
ら
、
酒
や
武
具
は
、
早
い
時
期
か
ら
衰
退
に
赴
き
、
奈
良
晒
も
ま
た
中
期
以
降
し
だ
い
に
衰
え
て
い
く
。
墨
だ
け
は
わ

ず
か
に
盛
況
を
維
持
し
た
も
の
の
、
産
業
都
市
奈
良
の
支
柱
だ
っ
た
奈
良
晒
が
衰
退
し
て
は
、
町
は
沈
滞
を
ま
ぬ
か
れ
な
か

っ
た
。
奈

淕
業

の
町
か
ら

観

光

の

町

へ
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ヲ
ト

ロ

良
は
産
業
都
市
と
し
て
の
性
格
を
失
い
、
観
光
の
町

へ
と
し
だ
い
に
そ
の
姿
を
変
え
て
い
き
、
明
治
初
年
に
は

「近
年
晒
大

三
哀
へ
筆

ス
ギ

チ
ガ

メ
イ
シ
ヨ

タ
ノ

墨

モ
従

前

ト
霄

壌

ス
(筆
者
注
、
天
と
地

の
開
き
が
あ
る

)…

…

…

唯

恃

ム
所

ハ
春

日

大

仏

ノ
諸

勝

ニ
テ

市
中

之

ニ
ョ
リ

テ
挙

火

(講
鰭
駐
℃
姓
)
モ

ノ
幾

何

ナ

ル
ヲ

練鹿 ・油煙墨 ・法論味噌

(『大日本名産図会』)

知
ラ
ス
L
(脇
湖
噺
欄
躙
臣
悌
叶
号
)と
い
わ
れ
る
に
い
た
る
。

文

化

十
年

(天
三
)
の

『
大
日
本
名
産
図
会
』

に
奈
良
人
形

・
井
伝
坊
菓
子

・
練
鹿

・
な
ら
茶
め
し
、

奈
良
漬
が
あ
ら
わ
れ
、
さ
き
に
掲
げ
た
四
半
世
紀
後

の

「大
和

国

細

見

図
」

に
、
奈
良
人
形

・
練
鹿

・
鹿
角
細
工
の
ほ
か
、
火
打
焼

・
蕨
餅
な
ど
の
い
わ
ゆ

み
や
げ

る
土
産
物
が
登
場
し
て
く
る
の
は
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ

ろ
う
。
産
業
の
町
か

ら
観
光
の
町

ヘ
ー

1
そ
の
転
換

の
画
期
は
、
大
仏
殿

の
再
興
が
成

っ
て
落
慶
法

会
の
営
ま
れ
る
十
八
世
紀

の
初
頭
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
節

奈

良

晒

第二章 奈良町の産業

か
た
び
ら

奈
良
晒
は
、
近
世
奈
良
を
中
心
に
織
出
さ
れ
た
麻
織
物

の
こ
と
で
あ
る
。

「帷
子
、
三
都
士
民
と
も
に
式
正
に
は

お
な
ん

ど

奈
良
晒
麻
布
の
定
紋
付
を
用
ふ
」
と
い
わ
れ
(
『近
世
風
俗
志
』

第
十
三
篇
)、
「東
武
御
公
用
御
納
戸
晒
布
」

は
じ
め

「諸
大
名
様

か
み
し

も

か

み
し
も

方
御
旗
本
様
方
御
上
下
地
御
帷
子
地
御
幕
地
」
に
用
い
ら
れ
た
と
あ
る
よ
う
に
(細
朗
獗
醐
燻
敵
齲
)、

武
士
や

富
裕
な
町
人
の
裃
な
ど
の
礼

服
用
な
い
し
帷
子
の
衣
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

つ
む

奈
良
晒
は

『
和
漢
三
才
図
会
』
に

「
按
ズ
ル
ニ
曝
布
、

和
州
奈
良

ヨ
リ
出
ル
、

布
之
上
品
也
、
羽
州
最
上
ノ
商
麻

(苧
麻
)
ヲ
緝
キ

つ
き

テ
布

ト
為

ス
、

細

緻

ナ

ル

コ
ト
絹

ノ
如

シ
、

之

ヲ
煮

テ
舂

晒

ス

コ
ト
数

回
、

潔

白

雪

ノ
如

シ
」

(原
漢
文
)
と

あ

り
、

『
万
金

産

業

袋

』

麻

の

最

上

奈

良

晒

99


